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もともと筆者とMIPS系チップとの付き合いはたいへん古く，

1994 年ごろに IDTの RC30xx（なんと今でもまだ販売してい

る！）でVMEボードを開発したことにさかのぼる．当時は68K

などのCISCからRISCへの流れが組み込み分野にも影響しは

じめたころで，コアはまだ32ビットのR3000しかなく，開発

はかつてのMIPS社のワークステーション（懐かしい言いかた

だ）を買うしかなかった．MIPSをサポートしたOSはVxWorks

くらいしかなく，Linuxはまだなかった．

何よりシンプルなアーキテクチャ，シンプルな命令セットが

気に入り，また実際にスピードも速かった．IDTのRC30xxは

価格も安くライフ・サイクルも長そうだったので，RISCでは

これで行こうと思って採用した．もっとも，当時デバイスとし

て簡単に入手できて，ボードとして設計できそうなのは，これ

くらいしかなかったのである．

それから10年して，なぜ今もMIPSなのかというと，決して

過去にこだわってのことではない．あのときと同じようにCPU

を選ぼうとしたときに，MIPS系が良かったというだけである．

もしこれが3年前だったら，ARM7とSHに対して自信をもっ

てMIPSが良いとはいえなかっただろうが，今ではARMもSH

もすでに凌駕していると自信をもって推薦できる．

筆者の知るMIPS系デバイスの中で，現時点でおそらく問題

なく入手できるMIPS系のデバイスと，まだ入手はできないが，

すでに発表されていてまもなく入手できるだろうデバイスを

表1にざっと羅列する．下は60MHzクラスから上はGHzオー

ダまで，同じアーキテクチャのプロセッサが使えるのである．

さて，筆者を再度MIPSに突き進ませた最大の要因は，MIPS

系全体としては将来とも永らえるだろう，という点である．実

はそのことでMIPS 社の利益は必ずしも大きく増えないし，

MIPS系の勢力の浮き沈みも大きくなるけども．

SHは当然日立（ルネサス）だけがデザインも製造も行う（提携

している STマイクロで設計/製造するという手もあるが）．

PowerPCは IBMとモトローラだけがデザインと製造を行う．

これらは昔からのCPUメーカの伝統的なやりかたである．

ARMはこれらとはまったく違い，これを使うメーカはARM

社のいくつかのコアをそのままライセンス購入し，周辺だけを

デザインして製造する（DECのStrongARMとその後継のIntel

の XScale だけは基本コアの上にデザインする権利を有してい

るが，これは極めて特殊で高価な契約であり，またARMにも

その使用権があるというもの）．

さて，MIPSはARMと同じと思われている人も多いようだ

表1 現在のMIPS系デバイス

2.5GHz以上

intrincity ･････････････1024点FFTで60万以上をたたきだす，MIPS
＋ベクトル演算プロセッサ（残念ながら一
般販売はしていない）

800MHzから1GHz

PMC･･････････････････RM9000系（CISCOのルータで有名）
NECエレクトロニクス･･･VR5500コア（ハイエンド・ストレージやSTB

用のコア）
東芝 ･･････････････････TX99コア（最新のMIPS64 25Kfコア）

400MHzから800MHz

AMD/Alchemy ･･･････Au1000/1100/1500（400MHzで 250mWとい
うSoC）

NECエレクトロニクス･･･VR5500/VR7701
PMC･･････････････････RM6000系/RM7000系

200MHzから400Mhz

NECエレクトロニクス･･･VR4131/4133（以前のカシオペアなどに使用さ
れていた）
EMMA/EMMA2（MIPS32 4K/4KEコア STB
向けのSoC）

ATI ･･････････････････Xillion（MIPS32 4K/4KEコア ディジタル・ハ
イビジョン用STBデバイスのフロント・ランナ）

QuickLogic ････････････QuickMIPS（MIPS32 4Kc＋PCI＋FPGA）
東芝 ･･････････････････TX49xx/TX79xx（TX79xxはPS2からの派生

プロセッサ）

100MHz前後

NECエレクトロニクス･･･VR4181A（PDA用のSoC）
東芝 ･･････････････････TX39系
IDT ･･････････････････RC32364
Philips ････････････････NexperiaPNX8系（DVDやSTB用のMIPS＋

DSPで構成したSoC）
Brecis ････････････････MSP2000/4000/5000（MIPS32 4Km＋DSPの

ルータ専用SoC）
ESS ･･････････････････VCD/DVDドライブ/プレーヤ用チップ（既存

製品はフリーのMIPS-Xを使用 MIPS32 4Kc
の製品を発表予定）

ViXIS･････････････････ビデオ・ストリーム配信用デバイス（既存製品
はフリーのMIPS-XおよびMIPS32 4Kmコア
を使用）

ADMtek ･･････････････超低価格 SWHub ＆ルータ用 SoC（MIPS32
4Kcを使用）

BroadCom････････････BCM112x/1250/91250 など（ネットワーク・
プロセッサ）

TI････････････････････TNETV1060（VoIP ゲートウェイはMIPS32
4KEcコア+DSP）

ZORAN ･････････････TL9xx（ディジタルTVソリューション製品
はMIPS32 4KEcコア＋DSP）

なぜMIPSなのかなぜMIPSなのか

第1部

プロローグ

なぜMIPSなのか
愛宕 邦夫



なぜMIPSなのか 1-Pr

Pr

1

2

Ap

Ap

3

4

5

6

Ap

Ap

45July 2004

Interface 2004-07 (p.45 C; M; Y; BL)sato

が，確かにARMと同じくハードウェア・コアでも提供される

が，ソフトウェア合成モデルでの提供も多い．しかし，それよ

りもなにより特徴なのは，アーキテクチャ・ライセンスと言わ

れるものである．PMC/AMD/NECエレクトロニクス/東芝/ソ

ニー（最新コアはMIPSと共同）などの大手メーカが，アーキテ

クチャ・ライセンシである．

コアをそのまま使うのではなく，アーキテクチャはMIPSで

あるが，デザインは自社オリジナルで開発するというもので，

言い換えればPowrPCにおけるIBMとモトローラの関係（ライ

センス料は考えない）と考えればよいだろうか．

MIPSのコア・ライセンスの顧客には大きく3種類がある．

一つ目はARMなどと同じくユーザ企業が自社のシステムLSI

のコアとして採用するケースである．二つ目は，台湾のデザイ

ン・ハウスに多いが，自社の特徴あるDSPや IPコアとMIPS

コアを組み合わせ，マーケットを決めてSoCとして作るもので

ある．これはARM7時代にはARMの専売特許であったが，近

年はMIPSをコアとして採用したものが増えている．最近の

MIPSのリベンジともいえる活躍は，このSoCベンダの活躍に

よるものである．

最後に三つ目は，MIPSのアーキテクチャを使って自分でコ

アを設計するものである．これはMIPS特有のものであり，腕

に自信のあるベンチャがMIPSを選ぶ大きな理由となっている

（将来のMIPSを担保するものであるが）．

もともとフリーのMIPS-Xを使っていたベンダは，実はけっ

こういたのだが（サウンドやDVDコントローラで有名なESS

や，MPEG配信で特徴のあるViXISなど），これはタダだった

ということが大きなところだったとも思われる．

しかし最近，それらの企業がMIPS純正コアを採用し始めて

いるのは，ARMなどに比べて特に動作周波数が200MHzを超

えるような性能の高い範囲では，MIPSのほうが有利と判断さ

れてきているからである．

MMUのない60MHzクラスまででは，ARM7はたいへん小

さく，かつ消費電力も少ないためSoCにはうってつけであった

が，情報家電や通信機器などで200MHz級が普通に要求される

ようになると，PowerPCかMIPSかということになり，コアと

して一般売りをしていないPowerPCは採用できず，結果とし

てMIPSになったということだろう．

ちなみに，この種のコアで問題になるのは，希望の性能が出

るという前提のうえでの消費電力とコアのサイズである．筆者

がインターネット上で調べたARM9とMIPS32 4Kcの比較を表

2に示す．消費電力はほとんど差がなく，コア・サイズはMIPS

のほうがかなり小さいのである．

性能の面ではMIPS系はかなり前からARMやSHに対して

差をつけていたのだが，いまやSoCコアとしても凌駕できるよ

うになったということではないだろうか．

特に通信がらみと情報家電の分野では，以前からMIPSが多

かったのだが，最近はさらに増えている．

速度はMIPSのほうが速いのだろうが，消費電力とダイ・サ

イズでARMを選んだ人も多いのではないかと思う．また，消

費電力はほとんど差がないことも読者の認識とは違うかもしれ

ない．200MHzから 400MHzといったクラスでは，ARMより

MIPSのほうがコアも小さく低消費電力になっているのである．

LinuxやWindows CE，各種リアルタイムOSで，ARMにな

いものはないのはご存じのとおりだが，MIPSも歴史があるこ

ともあり，同じように多くのOSがラインナップされている．

最近は特に TOPPERS など ITRON 系 RTOS においても，

MIPS用がラインナップされるようにもなってきた．

今後，より利点となると思われる点として，

（1）MIPSはすでにCPUコアの64ビット対応が一般的になっ

ている

（2）ARMと違い古くからMMUサポートが標準だったため，

仮想記憶対応OSではMMU対応がなされている

などがあることも付け加えておく．

あたご・くにお メガソリューション（株）

表2 ARM9とMIPS32 4Kcの比較表

プロセッサ名 プロセス・ルール（μm） チップ面積（mm2） 動作周波数（MHz） mW/MHz 200MHz時消費電力（mW）

ARM922T
0.18 8.1 200以上 0.8 160

0.13 3.2 250以上 0.25 50

ARM940T 0.18 4.2 185以上 0.8 160

MIPS32 4Kc
0.18 1.6～ 2.5 168～ 295 0.9  ～ 1.53 180

0.13 0.8～ 1.3 225～ 394 0.29～ 0.49 58

Webページなどで公表されている数字を基にしている．MIPSはソフト・コアの場合もあるため一概には比較できない


